


※プロジェクトで挑戦する４つの実践取組 

①「県民総参加による学力の向上」 

②「地域に開かれた学校づくり」 

③「教職員の授業力向上」 

④「安心して学べる環境づくり」 

 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動を通じて感じる

課題や子どもの学力向上に向けた本年度の展

開等について、意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

・東北の学力が高い要因には、家庭で保護者

がコミュニケーションをとりながら、学習し

ている状況があると考えられる。保護者がど

れだけ子どもに愛情を注いだかで学力が決ま

ることも、要素としてあるのではないか。三

重県は通塾率が高いが、学力は低い。通塾さ

せることで学力が向上すると安心してしまう

保護者がいることは反省すべき点として、他

県のデータも示しながら、PTAとして保護者

に伝えていきたい。 

・全国学力・学習状況調査の結果以外にも、

原因をしっかり分析すべきではないか。 

 

・新採教員の中には、しっかりとした発話が

できていなかったり、板書の文字が小さくて

読めなかったりと、授業の基本的な部分が身

についていない人が多い。 

・学校現場での授業のめあての確認や学習内

容の振り返りが少ないように感じる。まずで

きることから始めてはどうか。 

・講師については、授業改善を行う機会が限

られていることから、正規教員と同様に、研

修する機会をもっと充実したほうがよいので

はないか。 

 

 

・小学校低学年の段階で、授業をしっかりと

受けるための基礎を身に付けさせる必要があ

る。また、体幹が整っていないために椅子に

きちんと座れないなど、年齢相応の発達をし

ていない子どもが多い。保育園や幼稚園、家

庭で体を動かす機会が少ないのではないか。 

・幼稚園や保育園では、教育活動が十分でな

い。また高校では、生徒の学力に幅があり、

基本的な授業態度から問題の生徒もいる。

小・中・高校を通じた全体を考慮すると、小

学校低学年にターゲットを絞って重点的に投

資して、対策を立てていくことが必要なので

はないか。 

・子どもがどこで意欲を失っていくのか、そ

の節目をしっかり把握し、どう乗り越えてい

くのか考えていく必要がある。 

・自己肯定感の低い教員が多く、それでは子

どもの自己肯定感も高まらない。教員と子ど

もの両方が達成感を味わう機会が重要である。 



一身田中学校においては、ナイトスクールや

地域の祭り等を通して、自己肯定感を高める

ことができていると考えるが、こうしたこと

が最終的には学力向上につながるのではない

か。 

・スマートフォンの保有率が高く、集中でき

ない子どもが多い。中学生くらいまでは、ス

マートフォンを持たせないようにすべきでは

ないか。 

 

 

    次回（第３回）の開催予定       

 次回（第３回）推進会議は、本年度 1 年間

の取組の成果の確認と検証及び翌年度の具体

的な取組について意見交換を行うため、平成

26 年２月 18 日（火）に公開で行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


